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節談説教・パフォーマンス・パフォーマティヴィティ

一一演じる/真似ることのイデオロギー性検討一一

Performativity of Mock Performances: 

A Consideration on Their Ideological Nature 

岩田和男*

ふげし

要約 本論文は. 1990年 6 月 11 日 石川県鳳至郡門前町満覚寺で録音された節談説教の第20回

布教大会の模様の記録 CD から，小沢昭一の「挨拶」を書き起こしたものと，それに関する説

明で構成される 「挨拶」で小沢は，カラオケという娯楽の流行に触れ. 90年当時に大流行し

たその本質を「芸能人の真似をすること J. I芸能人の気分に浸ること j と喝破している なぜ

真似るのかという問いに対する小沢の答えは簡単明瞭で\「気分がいし、から」であるが，本論

はその問いを引き継いで，なぜ「気分がいしリのか，その理由を社会文化論の立場から説明し

ようとするものである ポイントは，受け身であるはずの芸能の享受者が，演者を真似ること

で芸能に参加することの社会的意味である 説明にあたって本論が参考にしたのはジェンダー

論，最も注目した用語はパフォーマティヴイテイである 引用文献はジュディス・バトラーの

『ジェンダー・トラブルj. メアリ・ダグラスの『汚械と禁忌』

キーワード カラオケ，真似ること，娯楽，参加，パフォーマテイヴイテイ，ジエンダー，身体，

同一化(アイデンテイフイケーション).アイデンテイティの政治学， 西洋人を真似ること，西

i羊化

以下に紹介するのは. 11G 生対象に開講された

授業「リサーチ・プロジェクト nJ においておこ

なった，文字起こし作業によってテクスト化され

た，ある「挨拶」の全文である.作業は以下の受

講生全員によって，分担を決めておこなっても

らった. まとめたのは岩田である

11 G008 飯田雅也. 11G009 池尾優夏. 11G017 

井嶋慶也. 11G029 井上裕貴. 11G030 今尾欣嗣，

11G033 岩野友香. 11 G065 加藤嘉剛. 11G072 

川口 綾. 11G081 久保卓都. 11G083 黒木輝，

11 G094 近藤拓真. 11G112 迫田泰弘. 11G134 

杉山隼ー. 11 G1 64 中山秀平. 11 G1 79 林広大，

11G206 不破宏輔. 11G242 森良祐. 11G246 

安富直人

題材は. r小沢昭ーが訪ねた能登の節談説教Hビ

*総合政策学部教授

クター・エンタテインメント)で，表題からも想

像がつくように，取材・構成は小沢昭一. 1990年

6 月 11 日 石川県鳳至郡門前町満覚寺で録音され

た，当寺で定期的に行われている節談説教の第20

回布教大会の模様の記録 CD である.

節談説教とは. CD に付録として付けられてい

る，その道の第一人者である関山和夫による解説

「満覚寺の布教大会 節談説教・能登節の魅力」

にあるとおり. I浄土真宗が長い歴史の中で生産

した優れた文化遺産」であり. I特異な布教法」

である.要は，節をつけて仏教の教えを談じ，話

に感動した者を信者化する歴史的な「説教技術」

のことであって，その「ハナシの極致ともいえる」

文化は芸能の原点とも言われ，であるからこそ，

芸能文化にとび抜けて詳しい小沢昭ーの登場とな

るわけである.
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CD の付録には，小沢昭ーの『ものがたりと芸

能.1 (白水社)からも「信仰と芸能」と題した引

用があるが，それによると， I難解な仏教の言葉」

を「フシに乗」せて語ることによって，言葉が聞

く者の「心に泌みこんでJ，言葉自体は相変わら

ず難解なので「よくわからな」いのだが，にもか

かわらず，何か大事なことがわかったような気が

して， Iかえってなんだかアリガタイ・…一気持ち

になる」というものである.
さんだい

もう少し説明する まず初めに， I讃題」と呼

ばれる，仏の教えに関わる先人が残したお言葉が
おふみ

紹介される.それは，蓮如上人の「御文」と呼ば

れる手紙の一部であったり，親鷲上人の『歎異抄J

の一節であったりと様々だが，その「ゆるやかな

讃題の口調から，法説，警日食因縁談に」だんだん

移っていき，適当に「笑いと涙をないまぜにしな

がら，見事な節まわしでJ (関山) ，人々を「アリ

ガタイ・…・・気持ちに J (小沢)させていくのである

基本的には法説であり，仏教信者が聞く話にすぎ

ないのだが，その語り口は実に不思議で、面白く，

何度聞いても飽きない.浄土真宗のお坊さんの「説

法」を聞いたことがある人ならある程度理解して

もらえると思うが，そのお話のうまさに節をつけ

ると節談説教になる， といえばいいだろうか.再

度小沢の文章から，彼が初めて節談説教を聞いた

時の感想、をヲ l く 文中にある「説教節」とは説経

節の誤記で，日本の伝統的語り物芸のことである.

「山根大夫J I小栗判官」が名高い.
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その時聞いた節談説教は，コトパがフシにな

り，フシがコトパになるというふうな，そこの

ところが実に微妙でして，フシかなと思うとコ

トパになり，コトパかなと思うとフシに変わっ

ていく.その境い目が実にゴチソウで，説教節

ほどには歌い上げません もっと素朴です.素

朴であるがゆえに，かえって自然で，自由で，

力がある 語りものというものの発生した経過

もよく分かるような面白さです.だから節談は，

語り物の揺藍期の姿をそのまま残しているもの

だなと思いました.語り物の「原種J ですね

さて，そういう節談説教に関する CD に収録さ

れた説経に混じって，本論の主題に関わる，小沢

の「挨拶」と題された 8 分21秒の小話がある 楼々

述べてきたような CD の趣旨であるから，彼の話

が説教を真似て演じられることから始まるのも，

当然ありそうな，いわば想定内のことといえよう

が，それが芸能ごとに話が移り，カラオケの話に

なり， Iみんな演ずる時代」になったと述懐され

ると，それが単に節談説教を家で演じることの薦

めという，落語の下げにも似た笑い話の伏線であ

るとするには，あまりに多くのことを語っている

ように思うので，その暗示するところを考えてい

く

まずは， その「挨拶」を紹介しよう.

小沢昭一 挨拶

みようほうこ・ぼうおうじよう そうろう

妙法御坊の往生を遂げておわしまし候こそ
ひたち くにうち ニころざし ひと おんため

常陸の囲内にこれに志おわします人の御為
めでた そうら

目出度きことにて候らえど

なまんだぶなまんだぶ

(拍手)…
さんだい おでんしょげ まき

ただいまのご讃題は，御伝書下の巻にございま

す.
おせっきょう

とまあ，申し上げれば御説教なんでございますが，

あたくしは御説教が大好きでございまして，皆さ

んと同じでございます.
わたくし まんがくじ

今日も東京から ， 私，満覚寺のお説教の大会が

あると伺ったもんでございますから.

ええ，実は今日は，総理官邸に芸能人を皆呼ん
なん

で，でまあ，お菓子か何か食べさせてくれて，で，

ええ，土産をくれて，ええ，帰してくれると.夫

婦揃って来いと，いうお招きを受けたのでござい

まして

l 時からでございますから，丁度今，ああ，総

理官邸においては，ええ，なんか，ああ，芸能人

とか，文化人とかが，そういうのの懇談会とかい
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うような，でございまして，おそらく，ええ，今

日の夜のニュースなどではチラチラと出て く るん

ではないかと思うんでございますがね.

それにあのお，不肖あたくし御声が掛かつて

呼ばれたんでございますが，満覚寺さんの御説教

と総理大臣の御説教とどっちがいいかなあ. ず

いぶん考えたんでございますが. ええ，これは，

当お寺に参上してお説教を伺うことのほうがい

い， という風に思いましてね. それであた く し

まあこちらに . いえ，別に恩に着せてるわけでも

なんでもございません ええ，こちらへ伺ったの

でございまして，まあそれぐらい，ええ，お説教

が好きだと，いうことを申し上げたかったのでご

ざいますが.

あのお，芸能人も ， 私ども ， なかなかこれで大

変でございまして.このごろ ， あのお，皆様ご承

知の通りに，ええ，なんでもそうでございますが

ね もう ， あの芸能を，ですね，見て楽しむ，と

いうような時代ではだんだんなくなってきた.

見るよりもむしろ，ま，自分がやる，という時

代なんだ， というようなことがね，ええ ， 言われ

ているんでございますよ .

ですから，ほら，あのカラオケというのが大変

な大流行でございますがね.あれは，ええ，歌を

歌うということもございますが，むしろこの芸能

人の気分になる 歌を歌いながら.だから，同じ

歌うんでも ， あのお，カラオケをやるパーなんか

行きますと，スナックでもそうでございますが，

もう， 一段高くなっておりまして，照明が当たっ

て，テレビで映して目で， そのテレビに映っ てる

のを自分で見ながら，ですね，これ(マイク)を

持って，はい，で，こうやって芸能人と同じよう

に ， ちょっと小指を上げたりなんかしてですね.

で，このお，途中で息をつぐ時なんか，はずして

》なんとお~かで P ハ

ネをする， というか，芸能人の気分に浸る， とい

うのがどうもカラオケでございましてね.あれは

ただ歌を歌うということではないようでございま

すが(下線引用者)
お おは や り

あのカラオケ， 日本中もう大流行でございまし

てね. 岡山県なんか行きますと街道筋にズラツ

と，あの， コンテナという，荷物を運ぶ，国鉄の.

JR で運ぶ，あれの古いのの，錆びたのを，ズラッ

と並べて. それで，そこの中で，ですね，音が外

に聞こえないようにして.ええ，一時間いくらで，

ですね 街道でみなさん，その，朝のもう 6 時ご

ろから，順番待って，中に入って，カラオケやっ

ておりますですよ .

たいへんな流行 ええ ， 茨城県のほうの農家で

は，みなさんもう，床の間全部ぶち壊して ， 舞台

にしちゃいましてね.カラオケの.ほれで，もお，

みんな朝から， もお，お米も作らなくていいとゅ

うことだから，米作らないで，朝からカラオケを

やってる， というような， そんなふうな世の中で

ございまして.

皆さん方おそらく御承知ないかもしれません
はや

が，今ね，“イカ天"というのが流行っているの

でござ、いまして “イカ"の“天"ぷら， じゃない

んでございましてね. “イカ"すバンド“天"国，

というのを略して “イカ天" といいましてね

これが，土曜日の夜になりますと，夜遅くから

朝まで，ええ，この素人のバンドが，ですね，み

んなエレキのバンドでございますな・・・ これ

がみんな出てきて，ええ，テレビで競演する.

昔はあの， I素人のど白慢」 というのがありま

したけれども，今はもう，歌うんじゃなくて ， 自

分たちが， バンドまでやる， というのが流行って

いるようでございまして

原宿というところでは， もう ， 日曜日になりま

すと，みんな ， あっちこっちから，大勢人が集まっ

てきて，ですね. もう，みんな道端で芸をやる，と .

みんなで ええ，競争してやる，というような事

と，はずしたりなんかするような，ですね そん が流行っているという風に.今は，観るというこ

なことをやって，まあ，なんかして，芸能人のマ とも，もちろんやりますけど，それよりも，もう
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観てるだけじゃまだるっこしい! 自分がどんど

ん，芸能人の真似して，どんどんやってしまう，

という時代でございますから(下線引用者) • 

どうでございましょうか? 皆さん方も ・ ・・お

説教を，おお，お聞きになっているだけじゃなく

て，みなさんも，おうちに帰って，誰か集めて，

ですね.それで，ええ，お説教をうちでおやりに

なったらいいんじゃないか.ねっ.誰も聞き手が

なかったら，自分ひとりでもいいですから.お風

呂はいった時なんか，ぶつぶつぶつぶつですね，

お説教やると .

長いお説教は，そら，難しゅうございますよ.

ここに出ている御坊さま方は，みなさまお若いと

きから ， ああ， もうずっと長い間，この，おお，

お説教のお勉強をなさった先生方ばかりでござい

ますからね.

私ども，長いのは，ゃりゃしませんけれども

短いの，なんかね.先ほどの，広岡先生のおやり

になったのなんか，覚えやすいですが.

P ああ，知らなんだああ，知らなんだああ P

それだけ覚えときゃあいいんですよ ね.それで，

家帰って，お風日入ったら，

P ああ，知らなんだああ，知らなんだああ P

って，やれば，ですね，ええ，気分がいいんでご

ざいますよ(下根引用者).あたくしもお風目では，

いつもやってんですよ，短いの.ですから，これ

からは，ですね，ええ，お説教，聞くだけじゃな

くて どっか一言，覚えて，ね，それでやって.

どこも覚えられない人は， もうしょうがない

P なまんだぶ，なまんだぶ》

と それだけをやる，というふうに，ですね.

でも. rなまんだぶ」の前に，ちょこつと何か

一言ねえ，ぜひ一つね，気に入ったお言葉を覚え
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て帰って，やる， という，そういう時代じゃない

かなと思いますので，みなさんもどうかね，お説

教を聴く楽しみと，それから，ちょっと覚えて，

やる楽しみ.二つやっていただきたいな，なんて

思うんでございますが.ええ，長話はお邪魔でご

さ、、ます . この辺で，失礼さんに.どうも なま

んだぶ，なまんだぶ. (拍手)

「挨拶」が暗示するパフォーマティヴィティ

さて，この爆笑物の20年ほど前の「当世カラオ

ケ事情J というか. r芸能事情J から，一体何を

引き出したいのか，その説明に入りたい.重要と

思われる三か所に下線を施しておいたので，まず

はそこを拠り所に考察を進めることにしよう.第

一の引用箇所をもう一度ここにヲ|く

芸能人のマネをする， というか，芸能人の気

分に浸る，というのがどうもカラオケでござい

ましてね あれはただ歌を歌うということでは

ない・.. 

小沢の述懐によると. 20年ほど前に大流行した

「カラオケ」とは，ただ歌を歌うことに本質はなく，

「マネをする」ことにある， という.それも，た

だ「真似る」のではなく，そうすることで「芸能

人の気分に浸る」ことに価値を見出す娯楽， とい

うわけだー

そこには大きな価値転換がある.次を引く な

ぜなら，それは

観てるだけじゃまだるっこしい! 自分がど

んどん，芸能人の真似して，どんどんやってし

まう， という時代

の到来を意味するからである. もはや芸能は，プ

ロの芸人が発する芸を観客が受け身となって受容

する一方通行の構図ではなく，観客みずからが芸

に参加する時代になった，というのである 当節

なら，双方向，視聴者参加型芸能， ということだ
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ろうか.

なぜ、そんなこ と をするのか 小沢の答えは簡単

明瞭， I気分がいい」からである 芸能史的見方

をすれば，それで十分明解なのだろう しかし

そ う いう芸能を受容する時代感覚を考える文脈な

らば，それで、 「十分な答えj とは言えない たと

えば，それまで客席で身体を揺すぶりながらも，

「席J という限界を越えようとはしなかった者が

(60年代のポップス番組に映る客席の ロ ックし，

ロ ー ルする身体を見てほしい)，なぜ突然，彼岸

にいる演奏者の「マネ」 をして，芸能人のように

演じたいと欲するようになったのか.それまでは，

そうすることが必ずしも 「気分がいい」ことでは

なかったかもしれないのに， どの分岐点をもって

して，そうしてしまうことが気分の良いことに変

貌したのか目いずれその先，コンサートに行くと

いえば， 席を立ち，拳を振り上げ，サッカーのサ

ボー タ ーのごとく演奏に 「参加」し，演奏者たち

とともに盛り上がる空間を共有することと，その

社会的意味は変容するのであるが，その行動のさ

きがけが，実は「気分がいしミ」 ことにあるとする

なら，私たちは，この小沢昭一の言っていること

をもう少し微細に蹄分けしたほうがいいように思

うのである .

そして，その際のキー ワードはやはり，タイト

ルに示 したとおり ， パフォーマテイヴイティとせ

ざるをえないだろう.議論は難しくなるが，芸を

受容する身体が 「聞く」役割を越えて 「演じる」

身体になったのだから， 日本人大衆が 「パフォー

マテイヴ」 な身体をもっに至った社会的意味を考

えないわけにはいかないのである. とりわけ，こ

こでのパフォーマティヴィティとは，その音楽受

容層が，音に止まらず，音楽を享受する空間その

もののイメージをいわば反復しようとすることに

なるわけだから，ある意味では， 20世紀モダニズ

ムの総決算という見方も成り立っかもしれず， た

かがカラオケと軽く見積もるわけにもいかないの

である . そもそも「気分がいしリとは，無意識の

欲望の反映そのものではないか

パフォーマティヴな身体

まず考えなければならないのはもちろん，パ

フォーマテイヴとはどういうことか，である . そ

こで，少し意外な取り合わせに聞えるかもしれな

いが，一世を風廃したジユディス・パトラ ー の

『ジェンダー・トラブル.1 (竹村和子訳，青土社，

1999年)を援用しつつ，議論を進めたい なぜジ、エ

ンダー論から引用するのか，その理由は後で詳し

く説明するとして， とりあえずここでは，同書が

ジェンダーをパフォーマテイヴだと言って大変評

判を呼んだから，としておく.パトラ ーは，異性

装から考えることで，男と女という明確に区分さ

れたジェンダーが，いかに 「幻であって，具象化

することが不可能なものである J (247) かを明ら

かにした.その言わんとするところは， 要するに，

これこそ男らしいとか女らしいと思われる振舞い

は， I実体」 という名の「外見J ， I構築されたア

イデンティティやパフォーマティヴな達成」にす

ぎないのであって，人びとは，その男らしさや女

らしさという 「信仰モードを信じ，そのイ言仰モー

ドにしたがってj寅じるようになったという J (同)

だけのことである ， ということだ.

この卓見において遣われている「パフォーマ

ティヴな達成J とは，男らしい/女らしい振舞い

から考えると分かりやすい. というのも，実はそ

れは，行為者がそうするのが正しいと信じてする

演技であるからだ\異性装だと，それはとりわけ

はっきりする.よく言われるように，男が演じる

「女」 はとても「女」らしいが，それは女ならざ

る者が，これこそ「女」 と信じでする行為だから

である.ここでの鍵括弧の有無は重要で，男のす

る「女」の演技の 「女」 らしさを踏まえると，女

は，鍵括弧付きの 「女J ならすると信じられてい

る「信仰モードJ にしたがって， I女J を演じて

いるはずだということになるからである.だから ，

「パフォ ーマティヴ」という言葉は， I意味の演劇

的で偶発的な構築を示唆する J (245) とパトラー

は言うのだ
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ここで注目する必要があるのは 「偶発的」とい

う言葉である それは， この種の演技がとっさの

思いつきを連想させるからである.確かに，これ

こそ「女」という演技は，一連の行為の流れのな

かでとっさに思いつくものかもしれない目熟慮の

結果とは思われない つまり，演技するのは身体

なのだ.であるからこそ，パトラーは，1ジェンダー

の効果は，身体の様式化をつうじて生産され， し

たがってそれは，身体の身ぶりや動作や多様な様

式が，永続的なジ、ェンダー自己という錯覚をつく

りあげていくときの， 日常的な方法と考えなけれ

ばならないJ (247) と言うのである.

もう 一つのパトラーの有名な書物のタイトルを

もじるわけではないが，問題は身体なのである

果せるかな彼女は. rジェンダー・トラブル』 に

おいて，その身体に関する先行研究を概括しなが

ら，かなり細かい議論を重ねている (231-238). 

筆者は， この「カラオケ」をめぐる議論の底流に

はジェンダー規範の問題が関係していると考えて

いるが，本論でそのことについてどこまで言及で

きるかは，それほどはっきりとわかっているわけ

ではない.その点に関しては，どこまで説明でき

るか，心許ないところがあることは告白しなけれ

ばならないが，本論における身体の重要性につい

ては疑えない.それまで座ってじっと聴いていた

コンサートの聴衆は， なぜ席を離れてステップを

踏む行為に及んだのだろうか，ただ直立不動で歌

を歌っていた歌手は，なぜある日突然，踊りなが

ら歌うことにしたのだろうか. もう，その答えは，

小沢が言ったとおり. I気分がいし、から」しか考

えられない.頭，すなわち精神は「そうすべきで

ない」 と言ったかもしれないのに，気分，すなわ

ち身体が「そっちがいい! J と言ったに違いない.

そういう身体の社会的機能は，いったいどうい

うものなのだろうか パトラーの議論をたどって

みよう.まず彼女は，フーコーがニーチェを下敷

きにして，1文化の価値基準」 が「出現する」のは，

「媒体」すなわちメディアとしての「身体になさ

れる書き込みの結果j であることを確認する

(231 )目しかしそのことを確認したところで，

すぐに彼女は，フーコーがそういう「文化の書き

込みに先立つもの」として，1物質性」という「身

体のための，身体という，社会空間をもたら」し

かねないものを措定していそうであることに，異

を唱えている(同) それを措定してしまっては，

目指す「アイデンテ イ テイの脱構築」における政

治性を唱える段になったときに. I基盤主義」す

なわち本質主義的議論とは一線を画せなくなって

しまうからだろう (260) 彼女の言う「表出 J.

すなわち，1パフォーマテイヴなー . ..属性」が「結

果的にはー・…アイデンテイティを構築していく J

(248) としても，それは，実体化された 「物質性」

ではないのだ.

そこでパトラーは， メア 1) .ダグラスをイ昔りて

「身体の境界は社会そのものの範囲J だとする考

えを導入する . I表面とか皮膚は，あらかじめ組

み込まれているタブー侵犯の両方によって，体系

的に意味づけられている」というのである (232). 

したがって， 身体の境界，すなわちそれが身体と

呼べるかどうかの境界は. I社会における覇権的

なものの範囲」を形成するはずとなる(同) 1. ダ
けがれ

グラスは言う. I汚械は……その構造の輪郭が明

確でないところでは起こりえないよう種類の脅

威」であると.

汚械を与える人聞はつねに間違っている 彼

は間違った状況を発展させてしまったか，ある

いは単に超えるべきでない輪郭を超えてしまっ

たのであり ， この侵犯が，他の人聞に危険を解

き放つことになるのである. (M町 Douglas，

Purity and Danger (London and New York: Routledge, 

1966; 2002) , p. 140. パトラー 233 より引用)

l ダグラスの著書は原題が Purity and Danger で，それに訳者は 「汚械と禁忌」というタイトルを当てているが. ["汚穣」
の意で夕、グラスが遣っている英語は“pol1ution" である

64 



岩田和男。節談説教・パフォーマンス・パフォーマティヴィティ

こうしてパトラ ー は， この「危険」 とクリステ

ヴァの「おぞ、ましきもの(アブジェクト )j ある

いは「棄却(アブジェクション )j と結びつけ，

外部として放逐される「セックス/人種/セク

シュアリティ j (236) から，ジ、エンダー・アイデ

ンティティを画定していく道をたどるわけだが，

先ほど述べた「カラオケ」問題とジェンダーが絡

む気がするのは，実はここなのである.

物真似をする身体

筆者が言いたいのは，アイデンティティの固定

を問題とする議論とは，すべからく，ジェンダー

の問題が多かれ少なかれ顔を覗かせるのではない

か，ということである.だからあらゆる事柄に，

私たちはジェンダーの問題を発見できるのではな

いか.それだけのことかと言われてしまえば，そ

うだと言うしかないが，分類によって私たちの身

辺を画定しようとする限り，問題は絶えず、ジ、エン

ダー問題と似た構図をとらざるを得ないのではな

いか，ということである というのも，パトラー

が言うように，

内部と外部の区分と同様に，身体の境界も，

アイデンティティの始原的な部分を，汚れた他

者性のなかに放逐として価値転換をはかる行為

によって，確立されるものである (235-36)

からである.彼女は，この付言に加えてアイリス・

ヤングを援用することで， I排除と支配をつうじ

て〈他者〉……を制定することにより基礎づけら

れる『アイデンテイティ』が，いかに嫌悪という

作用によって強化されるか」を確認して，再度フー

コーに戻って，法の禁止の問題，ゲイの異装から

考えるジェンダー・アイデンティティの本質の話

へと進んで行く.その際，最重要になる鍵概念が

「パフォーマティヴ」 であることは既に述べたが，

さて，ここで筆者が問題にしなければならないの

は，おそらく法の禁止の問題であろう目本論が問

題にする「カラオケする身体」 あるいは 「玄人を

真似る素人の身体」とは，法によって禁止などさ

れていないからである.事実，パトラ ーが戻って

考察するフーコーとは『監獄の誕生』のフーコー

であって，まさに囚人が問題となっているのだ

フーコーによると， I囚人に対して」権力がお

こなう 「戦略」とは， I彼らの欲望を抑圧するこ

とではな」い.そうではなくて， I彼らの身体に，

彼らの本質や生き方や宿命として，禁止の法を意

味させようとする」ことである (237) つまり.1禁

止の法は一-身体化されj ， Iその結果，身体のう

えにー一一身体をつうじて 法を意味づける身体

が生産される」のである (238) ， I法を意味づけ

る身体」 は，提破りの身体として囚人が生きた「禁

止」の例となる，ということである.だからこそ，

「身体の『なかにある』と考えられている内なる

精神j，たとえば「生まれながらの性悪」という

比輸は， I身体のうえに書き込まれることによっ

て意味を与えられる」わけだ(同) , 

となれば問題は.1カラオケする身体」 とは.1彼

らの本質や生き方や宿命として，禁止の法」が意

味づけられていると言えるかどうか，ということ

になるだろう.禁止の法とは，言うまでもなく 「 し

てはいけない」 ということだから，私たちは， Iカ

ラオケ」を境界とする外部/内部を考察すれば，

果たしてその身体はフーコーの言う意味での「囚

人J といえるかどうかが判断できるはずだ.

「カラオケする身体」のパフォーマンスは，こ

れまた言うまでもなく，物真似することであるか

ら，真似ることがそのアイデンテイテイの安定性

を脅かすのは，演奏者・歌手/聴き手という境界

であるだろう.そのうち， どちらが内でどちらが

外かは，おそらく，そういうパフォーマンスがな

ければ，どんなアイデンティティが安定的なのか，

2 言い換えれば，分類によらない認識方法があれば，この同一化(アイデンテイフイケーシヨン)の構造上の問題は起
きないことになるが，これは残念ながら，本論の関心ではない
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言い換えれば， どんなアイデンティティが脅かさ

れているのか，それを探らないとわからない カ

ラオケする身体が観客，聴き手である立場を越え

ると困るのは，境界を安定的だと思っている側だ

から，演奏者・歌手の側と考える方が自然であるー

だが，当の演奏者や歌手，すなわちプロの側から

すれば，たえず外部からやってくる者は新人で

あって別に珍しい存在ではないはずで、ある 自分

たちがいつものように，新人を教え諭す側の存在

として，ある意味尊ばれる立場を保てさえすれば，

外部が内側に侵入してくることに危機感もなけれ

ば，ましてや違和感など覚えようはずもない.聴

き手にしても同様ではないか.そもそも演奏者・

歌手という外部とおぼしき存在も，ひとたび演ず

るのをやめれば，それすなわち聴き手になるわけ

だから，考えてみれば，隣の人が実は演者である

ことだ、って大いにありうるのである.

ということは，真似ることによって脅かされる

アイデンテイティとは，演者/聴き手の境界を護

ることによって利益を得る人，すなわち興行主側

というふうに考えることができるだろう.しかし

そう言うだけでは不十分で、あることは，たとえば，

素人が演者になることをビジネス・チャンスと考

える興行主だ、っているはずと想像することで， す

ぐにわかる 素人に真似られることで存在が危う

くなるのは，興行の伝統的秩序によって利益を

ず、っと受けてきた人々であるはずだ、からである

いわば興行に関するお墨付きを既に持っていて，

いつの間にか，その業界の権力の中心にいること

になってしまった立場の人である目 したがって，

「カラオケする身体」 という外部を措定できそう

な地平とは，その言葉の，ありふれた娯楽である

ことが含意するイメージからはあまりにも遠い，

「反体制」という言葉との近さが問われるような

場ということになるだろう . それならなるほど「囚

人」と呼んで、もよさそうではある が，カラオケ

が犯罪でないのはあきらかであり，囚人呼ばわり

は大仰だ\

ここで私たちは，ヤングを引合いに出しながら

パトラーカ宝「セックス，セクシュアリテイおよび

/または肌の色による身体の否定は，最初は『放

逐J であるが，つぎには『嫌悪』とな」 ると言っ

ていることを思い出す必要がある (236). I カラ

オケする身体j とは，もう既に「嫌悪」のレベル，

権力の内側にいる人からみれば眉をくもらせて見

るべきもの，苦々しく映る存在ぐらいには許容さ

れつつあるものと考えていいのではないだろう

か.

西洋人の身体を真似る

では，アイデンティティを脅かし. I放逐」さ

れてしまうかもしれないほど危険な，物真似する

身体とはいったいどういうものか.そのためには

少し時代を遡って，近代に入って私たちが何を真

似るようになったのかを考えることが参考になる

と筆者は考える 言うまでもない，答えはひとつ，

西洋人である.江戸時代の習俗を改め，文明開化，

西洋化という名の近代化を推し進めようとした明

治政府の動きはけっして直線的で、はなく，かなり

複雑に推移したが，それを敢えてごく簡単にまと

めてしまうならば，いずれにせよそれは，服装レ

ベルでの西洋人の身体を真似る，であったと言っ

てもいいように思われる.断髪をし，西洋の服を

着て，西洋の踊りを踊る， という身ぶりの真似で

ある. もっとも，そういう西洋人を真似る動きは，

日本古来の精神への復古という新しい動きを呼び

こんでしまうほど，ある意味反響の大きいもので

あったことは，記憶されておくべきことである.

ここで詳述はできないが， 日本純化という宗教的

な動向もその一つであろう

つまり，西洋人の身体を真似るとは，他ならぬ

「日本人」のアイデンテイティを揺さぶるパフォー

マンスなのである 3 それは，パトラーの言葉を

借りれば. I肌の色による身体の否定」であって，

3 カラオケで歌われるのが演歌であることに基づいた，この考えへの反論が予想されるが，それに対しては，いわゆる「演
歌」が戦後の産物であり. ['日本古来の文化」に関する大衆の創造であるとする意見を紹介しておきたい 輪島裕介陪Jj
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逆説的にも，復古的日本あるいは「日本人の純血」

すなわち国粋主義を産みだす.その意味では，明

治維新以降の，そういう二つの大きなマグマの衝

突が，西南戦争であると言ってもいいのかもしれ

ない. しかしそういう，身体をめぐるイデオロ

ギ一対決はいったん終息へ向かう.和魂洋才とい

う折衷型の新しい日本人モデル像が提示されるこ

とで，近代化の究極目標が一応の決着を見ること

になるからである それに，ここまでの身体を真

似る行為は，多分に政治的かつ限定的であり，及

ぼす影響が士族階級までに限られたことも大き

い 江戸時代までの厳格な身分階級制度の名残り

のおかげで，たとえば，既にあった新聞というマ

ス・メディアの影響も，今とは比較にならないほ

ど小さかったと考えられるのである.

言い換えるならば，大衆化の時代はまだ日本に

は到来していなかったわけだが，映画，そして昭

和モダニズムの時代が来ると，今度は一気阿成に

西洋人の身体を真似る方向に，少なくともイメ ー

ジとしては，雪崩を打つようになる もっとも，

実際にはそれほど雪崩を打つ状況でもなく，措抗

するアイデンテイテイは無意識の底流において激

しくせめぎ合うのであり，決着を見るには敗戦後

の動きまでを視野に入れる必要があるが. 19世紀

と比較すると，それはやはり，ある意味雪崩現象

とも言え，それに大きく貢献するのが映画という

マス・メディアの登場なのである. 1895年にリュ

ミエール兄弟がシネマトグラフを，その 2 年前の

93年にエジソンがキネトスコープを誕生させる

が，それに対する日本人の反応は驚くほと守早かっ

た. 96年にはキネトスコープ. 97年にはシネマト

グラフが日本で公開され. 1903年には浅草に映画

常設館が登場するなど，映画というメディアが世

界に登場して 10年のうちに， もう日本ではそのメ

ディアが到達していたことになる まるでその誕

生を待っていたかのように， 日本人はこのメディ

アに飛びつくのであるが 「飛びっ く J という比

日食が当てはまる割には，実は，私たちの反応は諸

手を挙げての歓迎とは言えない様相を見せてい

る.

それは少なからず，映画の爆発的人気が日露戦

争と関係があることに示唆的なように，上述の「日

本人」のアイデンテイティを揺さぶるパフォーマ

ンスと深く関わっているからである.常設の映画

館ができたものの，映画はあいかわらず「各地の

祭礼などで，奇術や水芸や因果ものの見世物など

とおなじようにテント張りで興行され」ていたが，

日露戦争が始まるとこれが急に活気づく . 世

界各国からカメラマンが中国東北の戦場にかけ

つけて旅順その他の戦闘を撮影した. 日本から

も吉沢商店のカメラマンが派遣された 国家の

危機存亡の戦いが行なわれているその実況を見

たいという欲求が，人々を映画館の巡回上映に

かけつけさせた. 映画はこうして，新奇な見世

物からマスコミの一部へと昇格した. (今村昌

平他編『講座日本映画 1 日本映画の誕生j (岩

波書店. 1985年). 6.) 

こうして映画は人々の娯楽として定着するのだ

が，その始まりが，西洋人の身体を真似る方向と

いうよりはむしろ .r 日本人J のアイデンティティ

を確認する傾向のなかにあったことは注目してお

いた方がよい. というのも，映画興行が見世物小

屋と同列に置かれていたことに端なくあらわれる

ように， 日本人の映画の受容とは，伝統的な芝居

に列せられる位置づけの容認を意味しており，

けっして芸術的な高みにあるものとは考えられて

いなかったからである

たとえば， 日本映画の近代化を進めた一人とし

ても有名な村田実監督であるが，彼が日活の「監

督の権威の確立」に尽力した経緯を紹介する依田

義賢の「監督村田実」によると，雲寺明期の日活撮

影所における監督の権威とは. r芝居興行の小屋

られた「日本の心」神話「演歌」をめぐる戦後大衆音楽史J (光文社新書. 2010年)参照
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ぬし

の主人の権威」だったそうで. 1封建的な礼儀の

きびしいところ」であり. 1親分子分，師匠弟子」

の呼称が使われていたうえに. 1なにがしの組と

名乗る勢力」による 「暗黙の威圧」があったとい

う 子どもの就職先として誇れるところではな

かったようである.それどころか，そこは不良少

年のたまり場と考えられていた

鹿野政直は. 1まっとうな職業人」のイメージ

からいくらか遠い「カツドウヤ」という呼び方を

自らする映画関係者の存在に触れた後で，こう述

べている.

「カツドウヤJ の前歴は，…一 ・常識からすれ

ばはずれの軌跡を描いている . 経歴に，中退 ・

家出・勘当などが，一つならずくっついている

場合が少なくない …ーその意味で彼らは，学

校教育に全身を包摂されているかにみえる模範

少年つまり「ヨイコ」の対極に，否応なく位置

づけられる少年つまり「不良少年」と目された

I r活動写真』なんかを見にいくのはみんな不良

少年ということになっていたi 映画人として

は“不良"度のずいぶん少なそうな岩崎潤が，

こう書いているのだからおかしいが u映画が

若かったとき1 平凡社，一九八0). 彼らの存

在自体が，教育体系のなかで，たえず不快感を

よび起す刺さったトゲとなっていたのである.

(1不良少年文化としての映画J (今村昌平他編

『講座日本映画2 無声映画の完成』岩波書店，

1986年. 322-23.) 

こうして. 1 日本人」のアイデンティティを揺

さぶるほど危険な.1放逐Jすべき身体が登場する.

なぜ、危険か.上述の映画人の不良性もさることな

がら，彼らが製作したり紹介したりするまさに視

覚的イメージが，ある人々にとっては教科書に

なってしまうからである

この経緯については本論では詳述できないので

別稿に譲り，ここでは教科書とされた事例につい

68 

てのみ述べる 山本喜久男によると，昭和に入る

ときにはもう，映画はファッションのための教科

書であったらしい.

アメリカ映画の影響は女性の文化や風俗に及

んだ例えば昭和三年日本封切の『アメリカ美

人.1 (一九二七)の序調は「これは御婦人方の

衣装へ献ずる映画である.時代遅れにならぬう

ちに大いそぎで」とあり，ファッション映画の

走りであった.二0年代のアメリカの結婚生活

喜劇はソフィスティケイテッド・コメディと呼

ばれたが，このソフイスティケイションの意味

するものは，洗練された生活様式だけでなく，

それを学んで獲得することでもあった その学

習に役立つものがさまざまな分野のマスメ

ディアであったが，映画は視覚的であるために

女性の風俗に及ぼした影響は特に強かったとい

えようー (1大衆文化としての映画の成立J r 日

本映画の誕生 講座日本映画 1 .1. 83-84.) 

アメリカ映画だけではない.間もなくすると，

日本映画も教科書になるようになるし，山本が示

唆しているように，雑誌という視覚メディアも「学

習に役立つもの」となっていた.そして，確かに

このような視覚経験をつうじて，西洋人を真似た

身体はすぐに登場するようになる.それがモガで

あり，モボである

残念だ、が，ここで紙幅はほぼ尽きた少し写真

を紹介して締めくくるつもりだ、ったが，思いのほ

か言うべきことがあるので，これについても別稿

に譲ることとする . そのかわり，本論のまとめと

して，真似る身体の撹乱性について簡単に私見を

述べておく.既に示唆しているように，真似る身

体がパロディ化し撹乱するのは，復古的日本人

というアイデンティティであるが，そのせめぎあ

いは実は今でもさほど変わっていないのではない

だろうか真似る身体の不良性については映画人

の言葉を借りて指摘したが，面白いことに，その

不良性は，ファッションに並々ならぬ関心を示す
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男の子たちに往々にして与えがちな「ワル」とい

う形容に，今でも脈々と生きているように思うの

である いじめの事例が示しているように，私た

ちは今でも内/外で分類することから離れられな

いでいる それは全く変わっていない.そのこと

だけは指摘しておくべきだろう

ておきたい.小沢は，満覚寺の聴衆に伝統的 「節

談説教」の真似を推奨するのだが，本論の論旨に

沿って考えれば，残念ながら ， 20年経った今，そ

れが全く流行っていないのは当然というべきだ.

それは西洋人の真似ではないのだから，流行る筈

がないのである.

さらにもう一言，小沢昭ーの「挨拶」にも戻っ

Abstract: This essay starts with a completely 甘anscribed greeting speech given by Shoichi Ozawa, which 

is included in the CD 叩ushi-Dan Sekkyo, Story Preaching ofNoto, Guided by Shoichi Ozawa" (Victor 

Entertaimnent) , the 20th missionary convention recorded at the temple of Mangakuji, Monzen-machi, 
Fugeshi-gun, Ishikawa-ken on June 11 , 1990. In the speech he shows the circumstances around 

"performing artists," and "what happened to karaoke performances" 20 years ago. According to his 

recollection ， 出e essence of karaoke playing, about which almost all the people were crazy at that time, 
lies not in just singing, but in "imitating." Rather 由加 simply "imitating," he emphasizes, karaoke is an 
entertaimnent where a performer can "immerse her/himself in the mood" which is as if s/he would be a 

real "professional entertainer." Ozawa says 吐lat a karaoke player puts a pa抗icularly great value on doing 

so. 

Why do they do karaoke? Quite straightforwardly Ozawa answers, "because it feels better." The author, 

however, would like to ask why it does. Thus the aim of the present paper is to investigate the milieu or 

context in which we have rather enjoyed ourselves in such more participatory type of entertainment. 

Then, as indicated in the title，吐le ke戸Nord for consideration is nothing but performativity. The references 

cited are Judith Butler, Gender Tr・ouble and Mary Douglas, Purity and Danger, and some writings 企om
books conceming the history of Japanese films 

keywords: karaoke playing, mock performances, imitating, entertaimnent, participation, perfo口nativity，

gender, body, identification, identity politics, imitating the Westem, Westemization 
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